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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の教育・研究の風土をふまえた上で、研究倫理・研究公正について
根本的な問いかけに基づく基本理念を検討し、不正の起きない研究の制度設計、効果的な研究公正教育の枠組み
の提案を行った。具体的には、倫理学や宗教学などの価値論的側面および科学論的側面からみた関連分野のサー
ベイ研究、構築した研究ネットワークを基に、当該分野の研究者の招へい、国際学会への研究者派遣、定期的な
研究討議を通じた共同研究体制の強化を図った。その研究成果として、国内外の研究者を交えたシンポジウムの
開催、複数の学会発表、関連論文の出版を行った。

研究成果の概要（英文）：This research project examined principal ideas  of  research integrity or 
research based on the fundamental inquiries, while considering the climate of education and research
 in Japan. It also proposed an institutional design and effective educational framework for research
 integrity without committing a misconduct. Specifically,based on survey research on relevant fields
 such as ethics and religious studies and scientific theory as well as research networks built, we 
invited researchers in the field, sent researchers to international academic conferences, and held 
regular discussions to strengthen the joint research system. As a result of that research, we held 
symposiums with researchers both in Japan and abroad, gave several conference presentations, and 
published research papers.
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本国内において、ねつ造、改ざん、盗用
といった研究不正の防止や対策は喫緊の課
題として重要性が広く認められており、不正
防止のために出された具体的な指針も少な
くない。 
 しかし、国内においてそもそも研究公正・
研究不正について学術的な研究がほとんど
行われておらず、数少ない例外的研究も、も
っぱら経験的データに終始するものであっ
た。たしかに海外の研究に目を向ければ、
Steneck(2006)のように、単なる不正防止に
とどまらない、研究公正の理念に関するある
程度理論的な研究が存在する。だがそれも、
せいぜい専門職倫理の研究知見を参照する
にとどまり、「そもそも本当に研究不正は悪
いことなのか」という原理的な問いや、「研
究不正防止の仕組みは科学という営みにど
ういう影響を与えるか」といったより広い視
野での疑問に答えるリソースを持たない状
況にあった。 
加えて、研究公正についてはアメリカの研
究公正局の発行する諸文書において定義が
行われているが、アメリカの一つの国内機関
の行う定義がどれだけの普遍性を持つのか、
日本でもそのまま通用するのか、ということ
は検討されてこなかった。そもそも、「研究
公正」の原語は research integrityであるが、
integrity という、日本語にならない概念が
用いられている （「公正」という訳語は苦し
紛れのものにすぎない）こと自体、この概念
の文化相対性を示していると思われる。これ
まで当然視されてきた研究不正や研究公正
の理念を、原理的に探究する試みが新たに必
要であった。 
 
２．研究の目的 
 
 上記の状況を踏まえ、本研究では、倫理と
いうものが文化や風土に大きく影響を受け
るという視点を導入し、日本の教育・研究の
あり方をふまえて、研究倫理・研究公正につ
いて根本にたちもどった問いかけに基づく
基本理念の枠組みの提案を行うことを目指
す。具体的には、以下の三つの根本的な問い
（ビッグ・クエスチョンズ）に対し関連する
諸分野の知見を集めて、現時点での答えを出
すことを第一の目的とする。 
(1) 本当にねつ造、改ざん、盗用等の研究
不正は悪だろうか、悪であるとすればどう
いう意味においてか。 
(2)現在欧米で採用」研究不正の理念は本
当に望ましいものだろうか。 
(3)欧米の研究公正の理念は日本にもあて
はめうるような普遍性を持つものか。 
さらにはこれらの問いに対する答えが、日
本における現実の政策に対してどのような
含意を持つか検討することも視野に入れる。
加えて、倫理学（専門職倫理）・科学哲学・

科学技術社会論を中心としつつ、関係する諸
分野の研究者の協力を得ながら、理念と実効
性を兼ね備えた研究を進める。 
 
３．研究の方法 
  
 本研究では基本的に文献研究とさまざま
な分野の研究者を招く研究会の開催を通し
て、問題を掘り下げる。これらの成果に基づ
き、日本における研究不正防止のありかた、
研究公正の理念のあり方について提言をま
とめ、今後の「研究倫理学」という学術分野
の構築につなげる。 
 前掲の三つのビッグ・クエスチョンズに取
り組むため、二つの側面から検討を行う。 
 まず、価値論的側面からの倫理学・宗教学
等でこれまで検討されてきた理論の観点か
ら見たとき、研究不正はどんな価値を棄損し
ていると考えられるか、そもそも価値を棄損
しているのかを考察する。同時に、科学論的
視点からの検討として、研究不正はどのよう
な意味で科学の正常な営みに反しているの
かを、そもそも反しているかどうかを含めて
考察する。 
 上述の研究公正に関する原理的な研究成
果を踏まえ、日本の大学や研究機関の仕組み
に活用されるべきかを検討する。具体的には、
西洋発の概念枠組みを日本の価値観や風土
にあったものに応用するために、集団的責任
論や分析アジア哲学の手法をもって、研究不
正を、個々の研究者によって引き起こされる
ばかりではなく、その研究者の属する研究室、
研究機関、研究者コミュニティといった集団
という観点から検討した。 
 
４．研究成果 
  
 本研究では、倫理学、宗教学などの価値論
的側面および科学論の立場からみた、研究公
正に関する関連分野サーベイを、各研究分担
者が行い、定期的に討議することでビッグ・
クエスチョンズについて検討を深めた。その
成果として、研究公正をとらえる基盤となる
価値論的および科学論的考察、すなわち本研
究では宗教哲学、倫理学、東アジア分析哲学、
科学論の観点から各研究分担者が成果を論
文として発表した。特に、具体的な研究不正
の防止に関わる論考として伊勢田哲治
(2017)「研究不正とピアレビュー社会論」を
出版した。 
さらに研究成果の発信ならびに研究ネッ
トワークを構築するため、国内の研究者を招
へいし、2015 年 10 月に「研究公正の理念の
学生的検討の日本的な研究倫理の構築研究
会」ならびに「シンポジウム・これからの研
究公正のあり方について考える」をともに京
都大学を会場に開催した。翌年2016年には、
科学技術社会論学会と日本哲学会の合同シ
ンポジウムとして「科学と社会と「研究公
正」」を開催した。科学技術社会論と哲学と



いう、通常は接点が多いとはいいがたい分野
の研究者を集め相互交流の中から論点を見
出すことができた。加えて海外との連携も進
め、欧州の研究公正推進プロジェクト
PRINTEGER と連絡をとり、英国ブリストル大
学で 2016 年 9 月に研究公正に関するワーク
ショップを開催した。さらに翌年 2017 年 10
月には、国際高等研究所で国際ワークショッ
プ「多様性と信頼」を開催し、研究代表者の
水谷をはじめ、日本、台湾、ドイツの研究機
関に所属する研究者による講演や研究討議
を行い、専門職倫理に関する文化や地域を超
えた共通点と相違点について国際的な比較
をすることができた。 
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